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はしがき 

 東京湾におけるシャコの研究はKomai（1924），

Komai（1927），Komai（1928），駒井・董（1928），

Komai and Tung（1929）がシャコの形態・生態を明ら

かにし，Kubo etal.（1959）および原ら（1963）が分

布ならびに生活史を明らかにした。 

 一方，高松ら（1966）はふ化・飼育によりシャコ幼

生の脱皮，成長を観察し，変態後の成体型まで飼育す

ることに成功した。 

 シャコ幼生の分布について，千田（1967）は瀬戸内

海で昼夜垂直移動をすること及び底層に多いことを報

告しており，夏八木ら（1968）は東京湾から相模湾ま

で広く分布し，７～９月に多いと述べた。 

 筆者は東京湾で，シャコ幼生の分布および環境との

関係を検討したので報告する。 

 本報文の校閲をして下さった九州大学農学部大学院

生の濱野龍夫氏に深謝する。また，シャコ幼生の採集

に協力いただいた資源研究部土屋久男専門研究員なら

びに調査船「うしお」の松崎栄寿船長はじめ乗組員の

方々に，深く感謝する。 

調査方法 

 1983年５月18日から1984年４月24日まで，東京湾の

浦賀水道以北の５ヶ所で，シャコ幼生の採集を実施し

た（図１，St.A～E）。採集間隔は６月上旬から９月中

旬まで旬１回，それ以外の期間は毎月１回で，延19回

である。プランクトンネットは○中ネット（GG54）を使

用し，15分間の水平曳きを行った。採集層は０，10，

20，30，40あるいは50mとし，St.Eでは０，５，15mと

した。また，シャコ幼生は千田（1967）に準じて頭胸

甲長１mm毎の個体数を計数した。採集時の環境として， 
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図１.調査地点図 

1983.5～1984.4 St.A～E 

1985.6～1985.8 St1～30 

水温，塩分および溶存酸素量を測定した。 

 次に，1985年６月から８月に，シャコ幼生の垂直採

集を30点で，４回実施した（図１）。このシャコ幼生

の計数は(株)東京久栄が実施した。 
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結  果 

出現時期と垂直分布 

 東京湾におけるシャコ幼生は５月には全く見られず，

６月になる出現が始まり，次第に増加して，７月に最

高となった。８月以降は徐々に減少するものの，12月

まで出現したが，１月以降は出現しなかった。（図２）。 

 

図２.シャコ幼生の出現状況 

(1983.5～1984.4 StA～Eの平均) 

 

図３.シャコ幼生の垂直分布 

 シャコ幼生の垂直分布を見ると（図３），St.BとCで

はシャコ幼生が20～30mに多く，表面や底層では少な

かった。St.Eは海底の深さが16～17mで，底層の15m層

に多く分布していた。方，St.AとDでは垂直分布に片

寄りはなく，出現量も少なかった。シャコ幼生が20～

30mあるいは海底（15m）に集中して現れるのは７月27

日までで，８月２日以降は10mに分布の中心が移り，

この傾向はSt.Bでは10月まで続いた。 

 また，シャコ幼生の分布密度が高かったのは1983年

７月５日のSt.Bにおける20m層で55.2個体／m3と７月

13日のSt.Cにおける30m層で53.2個体／m3で，いずれ

も１m3当たり約50個体であった。 

分布域 

 東京湾のどの海域にシャコ幼生が多く出現するかを

見ると図４のように，横浜市本牧から横須賀市沖にか

けての海域と，千葉県木更津沖に多く，この分布域は

月を追うに従って，やや南下する傾向が見られた。ま

た，東京内湾の奥部15m以浅の海域にはシャコ幼生は

ほとんど出現せず，浦賀水道南部でも少なかった。 

 出現したシャコ幼生はふ化後数日の頭胸甲長１mmの

ものが多いので，シャコ幼生の分布域を産卵場かもし 
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図４.シャコ幼生の水平分布 
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くはその付近と見ることが出来るだろう。 

成長と浮遊期間 

 シャコ幼生の大きさを頭胸甲長で示すと，表１のと

おりである。St.Cでは1983年６月14日に，ふ化後数日

の１mmサイズが大量に出現し，変態に近い７～８mmサ

イズが多いのは７月27日で，この間の日数は43日であ

る。同様にSt.Bでは７月５日～８月２日の28日，St.D

では６月23日～８月２日の40日である。 

 高松ら（1966）は飼育実験により，本種の幼生期間

が，約30～50日であることを報告しており，今回のシ

ャコ幼生の出現から求めた浮遊期間28日から43日とほ

ぼ一致していた。 

シャコ幼生の出現環境 

 1983年６月６日から12月15日まで，シャコ幼生の出

現した水温，塩分は図５のとおり，水温13.5～29.2℃，

塩分25.5～34.4‰の範囲にあり，水温17～23℃，塩分 

表１.St.Cにおけるシャコ幼生の頭胸甲長別出現個体数 

(1983.6.6～ll.15) 

inds/m3×100 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９mm 
6/06  ― 0.2  ―  ―  ―  ―  ―  ― ― 
6/14 678  34  ―  ―  ―  ―  ―  ― ― 
6/23 212  30  ２ 0.4  ―  ―  ―  ― ― 
7/05 193  66  13  ３ 0.2  ―  ―  ― ― 
7/13 731 264 247 106  48  13  ４ 0.7 ― 
7/27 529  52  34  28  45  66  57  27 ― 
8/02  53  59  ５  ６  ７  ９  15  14 ― 
8/12 128  23  １ 0.8  ２  ４  ６  ３ ― 
8/24 141  ２  ― 0.2 0.6 0.5 0.2  ― ― 
9/06  ４  ― 0.3 0.2 0.2 0.2  0.6 ― 
9/16  12  ―  ― 0.2  １ 0.8 0.2 0.2 ― 
10/18  13  ４ 0.5  ―  ―  １  １  １ ― 
ll/15  ―  ―  ―  ― 0.4  ―  ―  ― ― 

 

32～34‰で特に多く出現する傾向があった。 

 東京湾では夏に成層が発達するが温度tにおける密 

 

 

図５.シャコ浮遊幼生の出現時におけるT，S 
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図６.StCにおけるδtとDO（ml/l）の変化 

(1983.6.6～9.16) 

 

度と溶存酸素量の変化を図６に示した。シャコ幼生の

垂直分布と合せて見ると，６～７月は密度躍層の下の

20～30mに多く，８月は躍層の上に多い。また，溶存

酸素量との関係では８月に底層に広がる２ml/l以下の

低酸素水にはシャコ幼生が少ない。 

考  察 

 東京湾で昼間に採集したシャコ幼生は水深20～30m

層あるいは浅所では海底直上である15m層に多く分布

した。千田（1967）は瀬戸内海では海底に多く分布す

ることを述べているが，その水深は本報のSt.Eの16～

17mと同じであり，20m以浅の海域にシャコ幼生が出現

するときに海底付近に濃密な分布を形成するという現

象は東京湾と瀬戸内海で一致する。しかし，東京湾の

水深が60mに及ぶ水域では海底ではなく，20～30m層で

幼生の分布は濃密となり，８月にはさらに浅い10m層

に移る。 

 東京湾でのシャコ幼生は６～７月は密度躍層の下に

分布の中心があった。東京湾の海水流動は表層で湾外

流出，底層で湾内流入が考えられており（字野木 

1985），密度躍層の下に分布することは湾外流出から

免れ，湾内流入の水に運ばれて，湾内の適地に変態，

着底することを促進する。しかし，８月にはシャコ幼

生は10m層で多く，密度躍層の上に分布していた。東

京湾では毎月８月を中心に，低酸素水が海底に広がる

ことから，本来20～30mに中心をもつ分布性状を示す

シャコ幼生は低酸素水を避けて，密度躍層の上に分布

していることが考えられる。この現象は，湾外へ流出 

しやすい不利な条件下に身を置くことを意味している

が，この時期はシャコ幼生の出現の中心を過ぎている

ため，資源全体としては大きな影響はないものと思わ

れる。ただし，今回明らかに出来なかった昼夜移動の

可能性も加わることから（千田1967），本種の浮遊，

着底機構は一層複雑であることが示唆される。 

 ７月を中心に出現するシャコ幼生は約40日間で，変

態して稚シャコとなり，着底すると考えられるが，こ

の時期に低酸素水と遭遇したシャコはどのような適応

をするのだろうか。不適環境のときは浮遊幼生のまま

で経過し，環境が好転してから変態・着底する，ある

いは変態して稚シャコとなり，良好な環境を求めて遊

泳移動をすることの２通りの適応が，生残るための方

策として考えることが出来る。前者の具体的事例とし

ては過大成長のシャコ幼生の出現（駒井 董，1928）

が考えられ，後者の事例としては今回の層別水平曳き

調査において，1983年8月12日，St.D（水深30m以上）

の20m層に，稚シャコが23個体も出現したことが挙げ

られる。この時の溶存酸素量は表面－8.4，10m－2.5，

20m－0.3，30m－0.3ml/lで，20m以深は0.3ml/lの低酸

素水であり，稚シャコは，これを回避して他所への移

動のため中層を遊泳していたと推測される。 

要  約 

 １.1983年５月18日から1984年４月24日までの間に

延19回の水平採集および1985年６月から８月までの間

に延４回の垂直採集を行ないシャコ幼生の分布を明ら

かにした。 

 シャコ幼生の出現のピークは６月中旬～７月下旬で

あった。 

 ２.東京湾におけるシャコ幼生は横浜市と木更津市

の沖に多く，東西に中心が分かれ，時期が遅くなると，

横浜市沖では南へ移行した。 

 ３.シャコ幼生の垂直分布の中心は20m以浅の海底お

よび20～30mの中層に存在した。 

 ４.20～30m層は東京湾の夏季の成層構造の下部にあ

り，シャコ幼生は湾内流入水に存在することによって，

内湾での着底が促進されると考えた。 

 ５.夏季に発生する低酸素水はシャコ幼生の分布，

変態および着底に悪影響を及ぼしていると考えられた。 
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